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12月議会一般質問登壇予定者

駒場昭夫・福田智恵・中塚英範

さらに議会情報をご覧になりたい方は、宇都宮市議会ホームページまでアクセスして下さい。

http://www.city.utsunomiya.tochigi.jp/gikai/

	 ま か べ	 ひでとし

真壁 英敏
	 い ま い	 や す お

今井 恭男
	 こ ま ば	 あ き お

駒場 昭夫
	 や まもと	 ま さ と

山本 正人
	 ふ く だ	 ち　　え

福田 智恵
①5期　②副会長

③総務常任委員会	
　スポーツ・文化振興調査特別委員会
　人口減少対策検討懇談会

④宇都宮市泉が丘3−24−5	
　TEL.	 661−5828	
　FAX.	 661−5828

⑤hmakabe@sea.ucatv.ne.jp

① 8期　②会長

③建設常任委員会	
　健康長寿調査特別委員会	
　各会派代表者会議	
　都市計画審議会

④宇都宮市下栗718− 3	
　TEL.	 656−3841	
　FAX.	 656−4106

⑤y- ima i@gem.h i -ho.ne. jp

⑥�http://www.hi-ho.ne.jp/y-imai/imai/Top.html.

①3期　②幹事長

③厚生常任委員会【副委員長】
　スポーツ・文化振興調査特別委員【副委員長】
　議会運営委員会【副委員長】
　中央卸売市場運営協議会

④宇都宮市下川俣町5−2	
　TEL.	 661−7343	
　FAX.	 661−7343

⑤�utunomiya.330h1212.a.k.@ezweb.ne.jp

①8期　

③環境経済常任委員会	
　人口減少対策調査特別委員会	
　後期高齢者医療広域議会議員

④宇都宮市東浦町18−10	
　TEL.	 658−0086	
　FAX.	 659−7283

⑤	masato@yamamoto-m.com

⑥	http://www.yamamoto-m.com

①3期　②政調会長
③文教消防水道常任委員会	
　健康長寿調査特別委員会【委員長】
　議会運営委員会	
　市街地開発組合議会議員	
　環境審議会
④宇都宮市六道町12−38	
　TEL.	 636−2582
　FAX.	 636−2559
⑤	i n f o@ f - c h i e . j p
⑥�h t t p : / / w ww . f - c h i e . j p

	 な かつか	 ひでのり

中塚 英範
	 こだいら	 み　ち　お

小平 美智雄
①1期　
③厚生常任委員会	
　人口減少対策調査特別委員会	
　広報広聴委員会	
　社会福祉審議会	
　廃棄物減量等推進審議会
④宇都宮市高砂町25−15−203
　TEL.	 653−5151
　FAX.	 636−1017
⑤	info@hide-nakatsuka.com
⑥	http://hide-nakatsuka.com

① 2期　②会計

③環境経済常任委員会【委員長】
　人口減少対策調査特別委員会	
　広報広聴委員会	
　交通安全審議会	
　通学区域審議会

④宇都宮市鶴田町405−38	
　TEL.	 305−4269	
　FAX.	 305−4269

⑤k o d a i r a . m@ n i f t y . c om

市政に関するご意見、ご要望は私たちにお寄せ下さい!

議案18件（人事案１件、予算案１件、条例案３件、
その他13件）

ＬＲＴ導入のための補正予算に反対
【議案第87号 平成27年度宇都宮市一般会計補正予算
（第２号）】

反対の理由
補正予算のうち、歳出40款土木費20項38目「ＬＲＴ
整備推進費6,120万円」は、ＬＲＴ事業の運営を担う
官民連携による新会社（第３セクター）への出資の
ための補正予算であり、事業の全体整備費や、全体
需要予測・全体区間での収支見込みも明確な試算が
示されず、市民が抱く事業の効果や財政上の懸念を
払拭できないまま、最大で10億円の出資が必要と
なる新会社の設立に伴う出資を市が負担することは
許されるものではない。

➡
反対討論を行うも、原案可決

ＬＲＴ導入の可否を問う住民投票を求める
【議員案第６号 宇都宮市の次世代型路面電車（ＬＲＴ）
導入計画について住民の意思を問う住民投票条例の
制定について】

本市が導入を計画しているLRT導入計画の事業化
決定について、住民投票で賛否を問うべきと主張
してきた4会派で、議員案を提出し、討論を行った。

【原案賛成討論の要旨】
当会派ではかねてからＬＲＴ事業の推進にあたって
は、慎重な検討と情報の開示、そして何よりも市民
合意を得るということを大切に議論してきた。平成
26年１月に行われた臨時議会では、市民の署名
３万５１２筆を添えた市民の直接請求による住民投票
条例が否決されたが、議決後においても整備費の
大幅な増加や、運営主体への参画など、当初から
疑問視されていた計画精度に対する市民不安は増加
している。
地方自治体の重要な課題について、住民投票に関する
条例を制定し、実施された住民投票の結果に基づ
いて政策決定がなされることを求めるものである。

➡
賛成討論を行うも、原案否決

こども医療費助成制度の拡充を要望
将来にわたり持続的に発展できる活力ある地域社会を
構築し、人口の増加につなげていくためには、いち早く
少子化の流れを変え、安心して子どもを産み育てられる
環境の充実が大変重要となっている。このため当会派を
含む４会派では、人口減少・少子化対策を推進する
ための施策の一つとして、こども医療費助成制度の
助成対象年齢を中学３年生まで拡充することについて、
平成２８年度当初より実施するよう改めて要望した。

➡
「地方版総合戦略」に位置付け、

平成28年度４月から実施の見込みとなった
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主 な 質 問 事 項
1 個人財産と事業執行について、2 公共交通とＬＲＴ
について、3 多文化共生社会について、4 人口減
少問題について、5 高齢化社会について、6 ごみ
問題について、7 財政計画について、8 コンクリート
舗装について

質　問　要　旨
2　公共交通とＬＲＴについて

Q 運送業の配達業務における道路脇の荷捌き所の
設置について、特に片側一車線の道路などには配慮
が必要であるが見解は？

A 交通管理者と連携し、混雑時の時間帯規制などを
検討する。

Q 将来のまちづくりやコンパクトシティ、交通問題の
中で、ＬＲＴも含めた新交通機関を再検討するべき
と考えるが見解を伺う。

A LRTも含めた新交通機関の再検討については、
本市は、公共交通の要となる東西基幹公共交通に
ついて、モノレール、LRT、BRTなど、様々なシス
テムの比較検討を行なった結果LRT導入を位置
づけた。

主 な 質 問 事 項
1　ＬＲＴ導入事業について
　1）全体区間の整備運行計画について
　2）ＪＲ宇都宮駅西側区間の整備時期について
　3）沿線区域の景観形成について
　4）導入後の財政影響について
2　立地適正化計画について
3　中心市街地の低未利用地対策について
4　高齢者福祉政策について
　1）養護老人ホームについて
　2）生活相談員の資格要件について
5　自転車のまち宇都宮について
6　産業競争力の強化について
　1）市内産業力の強化策について
　2）立地規制の緩和について
7　教育行政について
　1）少人数学級の効果と対象学年の拡大について
　2）学校施設の総合管理計画及び規模の適正化について
　3）学校トイレの洋式化について
8　高齢者等の美術館利用支援について

質　問　要　旨
7　教育行政について
　１）少人数学級の効果と対象学年の拡大について
「米百俵」長岡藩小林虎三郎氏の言葉であるが、少子超
高齢社会により、未来の子ども達に大きな負担を強いて

Q 不安を持つ市民にどう理解を得ようとし、住民投票
で信を問うべきではないかと言う市民の声にどう
答えるのか伺う。

A 市民理解については、きめ細かな説明を行い、理解
をいただいていると考えている。

 	 LRT事業については、二元代表制のもと、議会と
執行部との間で十分議論しながら進めていくこと
が適切と考えており、住民投票は考えていない。

Q ＬＲＴ計画において仮に赤字が累積した時の責任に
ついて、明らかにしておく必要があるのではない
か。見解を伺う。

A 赤字の責任については、第1義的には、新会社の
経営者に帰するが、公共性に鑑み、行政も一定の
責任を負うものと考える。赤字の要因により支援
が必要な場合の対応は、芳賀町と協議し、議会の
意見を伺う。

3　多文化共生社会について
質　問

外国人が、市役所窓口において、できる限り言葉や書類
などで戸惑う事をなくすために、それぞれの国の人達に
対応できる方策を検討するべきと思うが見解を伺う。また、
宇都宮で暮らす外国人留学生が日常生活に不自由さを
感じないよう、彼らの要望に答え、今後どのような日常的な
おもてなし、優しさが考えられるのか伺う。

答　弁
市役所窓口における外国人対応については全ての市民に
優しく対応できるよう職員の接遇向上に勤めていく。外国人
留学生に対する支援については、外国人が日常生活に
安心感が持てるよう、文化の違いを認め合い、共に生き、
支え合う社会づくりに取り組む。

しまう時代だからこそ「米百俵」の精神を改めて持つべき
である。しかし、財務省はいじめなどに目立った改善が
見られず40人学級に戻すべきと結論付け、さらに予算の
効率化に向け標準的な学級数を維持できない公立小学校の
統廃合も促すとしており米百俵の精神には程遠い。少子化
で子どもの総数が少ない今こそ目先の効率化だけではなく
少人数学級の拡大も含め検討するべきであると考えるが、
本市の少人数学級の効果と対象学年の拡大について見解
を伺う。

教　育　長　答　弁
少人数学級の効果は、小学校１・２年のいじめの件数が
大幅に減少し、学校現場では学習指導の成果が見られてい
る。本市では国や県に対し、小学校第２学年の法改正による
35人学級の維持を含めた対象学年の拡大と併せ、それに伴
う施設整備の財源措置を要望してきたところであり、引き
続き国や県に要望していく。

質　問　要　旨
7　教育行政について
　3）学校トイレの洋式化について
一般家庭では洋式トイレしか利用したことがない児童生徒
が多く、トイレの洋式化は保護者からも早急な整備を望む
声が多い。また、体育館や屋外トイレは災害時には避難所
としての役割を担い、多様な方の利用を考慮する必要が
ある。他都市では計画的な改修による環境改善の事例も
見られ、本市も集中的かつ計画的な学校トイレの洋式化
に取り組むべきと考えるが見解を伺う。

教　育　次　長　答　弁
学校では和式便器が多くの割合を占め、子ども達の生活環境
と避難所としての機能向上を図るため、計画的にトイレの
洋式化を実施する必要があり、現在約３割を洋式化している。
今後、子ども達が学校生活の多くを過す校舎や体育館トイレ
を優先化し、集中的かつ計画的に実施する方策について
検討する。

一般質問
一括質問方式

山本正人

一般質問
一問一答方式

小平美智雄
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